
＜目標＞アフリカ諸国による「アフリカ・グリーン成長」（適応＋緩和）を支援

＜方針＞（１）適応と緩和を統合した形での検討

（２）オーナーシップの強化

（３）国際社会と民間部門のパートナーシップの強化

（４）将来の気候資金のための協力パートナー間での調整の向上

個別セクターでの取り組み（優先的に実施されるべきプログラムの提案，過去の支援・投資を通じたグッ

ドプラクティス（含，官民連携，マルチ・バイ連携）の紹介）

アフリカ・グリーン成長戦略
－低炭素成長と気候変動に強靱な開発に向けて

平成23年12月

①ｴﾈﾙｷﾞｰ分野（再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの活用，ｴﾈﾙｷﾞｰｱｸｾｽおよび省ｴﾈ），

②農業分野（含，食料安全保障問題）③森林分野，④水分野（含，衛生），⑤防災分野，⑥運輸分野

分野横断的な課題への取組

①能力開発の促進，情報共有・政策対話の促進，

②二国間オフセット・クレジット制度の活用を含む資金調達・環境技術の活用

③公的な資金を媒介とした民間資金の呼び込み・ＢＯＰ事業の導入，④広報の促進

【参考】

２０１１年５月ＴＩＣＡＤ閣僚級フォローアップ会合（於：セネガル・ダカール）にて，アフリカ諸国との間で本戦略策定を決定。

 国際機関等を通じた支援や民間企業の投資を行う際の指針として活用し，アフリカ諸国への一層の投資・支援の呼び込みに貢献し，
我が国の技術の利用促進を通じた持続可能な低炭素成長の実現を目指す。

 ２０１２年前半に開催される予定のＴＩＣＡＤ閣僚級フォローアップ会合にて本戦略の中間報告を，２０１２年秋の東京での世銀・ＩＭＦ総
会にて最終報告を発表予定。


